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世
話
人　
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市　

幸　
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近
年
、
医
療
法
の
改
正
や
医
療
の
高
度

化
に
よ
っ
て
、
地
域
で
の
医
療
提
供
の
分

担
を
明
確
に
し
、
病
診
連
携
、
病
病
連
携

を
推
進
し
、
地
域
完
結
型
の
診
療
体
制
の

構
築
を
実
行
し
な
け
れ
ば
地
域
の
活
性
化

は
望
め
な
い
時
代
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
病
院
が
昨
年　

月
に
登
録
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医
制
を
立
ち
上
げ
た
の
を
契
機
に
オ
ホ
ー

ツ
ク
医
療
機
関
の
連
携
を
図
り
、
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

当
病
院
地
域
連
携
委
員
会
委
員
と
北
見
医

師
会
の
先
生
が
中
心
と
な
り
、
「
オ
ホ
ー

ツ
ク
地
域
医
療
を
考
え
る
会
」
が
発
足
し
、

平
成　

年
７
月　

日�
ビ
ッ
ツ
ア
ー
ク
ホ

15

12

テ
ル
に
て
第
１
回
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
第
１
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
医
療
を
考

え
る
会
」
は
１
０
０
名
以
上
の
地
域
医
療

に
関
心
の
あ
る
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
、
事
務
職
等
医
療
従
事
者

が
参
加
し
、
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
、
盛

会
裏
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
会
の
成
功
は
番
場
北
見
医
師
会
長
な
ど

北
見
医
師
会
・
世
話
人
の
先
生
達
、
事
務

局
や
参
加
し
た
医
療
従
事
者
の
皆
様
の
地

域
医
療
連
携
に
対
す
る
熱
意
の
賜
物
と
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
会
は
番
場
北
見
医
師
会
長
の
開
会
の

挨
拶
に
始
ま
り
、
当
病
院
の
地
域
医
療
連

携
に
対
す
る
取
り
組
み
を
踏
ま
え
て
「
地

域
連
携
の
基
本
的
な
考
え
方
」
と
し
て
私

が
講
演
し
ま
し
た
。
講
演
し
た
内
容
の
根

底
に
な
る
考
え
は
地
域
住
民
に
良
質
な
地

域
完
結
型
の
医
療
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る

こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は　

①
患
者
中
心
の
医
療　

②
連
携
に
よ
り
地

域
内
の
ど
こ
で
受
診
し
よ
う
と
質
の
高
い

医
療
を
受
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築　

③
連
携
に
よ
る
医
療
の
標
準
化
を
図
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
診
療
所
、

急
性
期
病
院
、
慢
性
期
病
院
、
施
設
の
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
を
理
解
し
、
医
療
間
の
信

頼
関
係
の
樹
立
、
医
療
機
関
の
交
流
・
協

力
・
情
報
共
有
化
、
疾
病
別
の
治
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
設
定
、
チ
ー
ム
医
療
に
お
け

る
病
院
間
の
連
携
パ
ス
の
構
築
が
上
げ
ら

れ
ま
す
。
ど
れ
を
と
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
に

難
し
い
問
題
が
内
在
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
地
域
完
結
型
医
療
を
目

指
し
て
一
歩
一
歩
解
決
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
こ
の
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ

る
「
地
域
連
携
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
」

と
題
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
急
性
期
病
院
の
立
場
か
ら
と
し
て

当
院
消
化
器
科
部
長　

渡
辺
先
生
、
診
療

所
の
立
場
か
ら
と
し
て
、
や
ま
で
ら
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長　

山
寺
先
生
、
連
携
病
院
の

立
場
か
ら
と
し
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
勤
医
協
北

見
病
院
院
長　

平
野
先
生
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
の
問
題
点
に
関
し
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
、
参
加
者
を
ま
じ
え
て
活
発

な
総
合
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
急
性
期

病
院
か
ら
は
在
院
日
数
の
短
縮
と
高
次
医

療
の
達
成
の
た
め
連
携
病
院
の
重
要
性
を

述
べ
、
疾
病
別
連
携
や
病
院
間
の
連
携
が

必
要
で
あ
る
と
の
内
容
で
し
た
。
診
療
所

か
ら
は
安
定
し
た
診
断
の
確
定
し
た
患
者

を
診
る
の
が
原
則
と
の
立
場
か
ら
治
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
や
連
携
パ
ス
が
必
要
で
、
急

性
期
病
院
と
密
な
関
係
構
築
が
重
要
で
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
さ
ら
に
、
連
携
病

院
か
ら
は
亜
急
性
な
病
期
と
慢
性
期
を
診

療
せ
ね
ば
な
ら
な
い
立
場
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
病
態
に
対
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
、

特
に
在
宅
医
療　

時
間
体
制
の
ネ
ッ
ト
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ワ
ー
ク
が
重
要
で
あ
る
と
の
内
容
で
し
た
。

そ
の
討
論
の
中
で
疾
病
別
連
携
、
病
院
間

の
連
携
パ
ス
、
特
に
癌
末
期
、
高
齢
者
・

障
害
者
等
長
期
療
養
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
実
現
す
る
に
は

「
お
互
い
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
顔
が
見
え

る
医
療
が
基
本
で
あ
る
」
こ
と
が
強
調
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
逆
紹
介
の
推
進
の
要

望
、
デ
ー
タ
ー
の
共
有
化
の
問
題
、
登
録

医
制
の
充
実
な
ど
多
く
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
最
後
に
北
見
赤
十
字
病
院
、
小
澤

院
長
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
第
１
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
医
療

を
考
え
る
会
」
で
述
べ
ら
れ
た
多
く
の
意 

見
を
真
摯
に
受
け
と
め
て
、
地
域
医
療
活

性
化
の
た
め
に
地
域
完
結
型
医
療
実
現
に

向
け
て
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
強
く
実
感
致
し
ま
し
た
。
「
オ
ホ
ー
ツ

ク
地
域
医
療
を
考
え
る
会
」
で
は
今
後
、

小
グ
ル
ー
プ
で
疾
病
別
連
携
、
病
院
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
実
行
致
し
ま
す
の

で
、
そ
の
時
に
は
登
録
医
・
各
医
師
会
の

先
生
達
の
御
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

住 所医 療 機 関 名登録医師名

北見市北５条西１丁目６番地北見北斗病院石　田　卓　也
北見市高栄東町４丁目１番11号酒井内科クリニック酒　井　　勲　
常呂郡置戸町字置戸77番地置戸赤十字病院長谷川　岳　尚
北見市とん田東町383医療法人治恵会　北見中央病院森　本　典　雄
北見市南仲町１丁目４－12あしの医院芦　野　英　博
北見市幸町１丁目２－20わだ小児科医院和　田　惟　敬
北見市北３条西１丁目伊藤産婦人科医院伊　藤　道　哉
北見市高栄東町２丁目13－15やまでらクリニック山　寺　一　司
北見市高栄東町１丁目24－20秋山こどもクリニック秋　山　和　範
北見市北進町31番地71医療法人社団　稲田整形外科医院稲　田　正　範
北見市とん田東町383医療法人治恵会　北見中央病院荻　原　尚　志
北見市常磐町３丁目５番地塩田医院塩　田　昭　夫
北見市山下町３丁目１－７かみむらキッズクリニック上　村　重　貴
北見市北４条東３丁目14医療法人社団　藤井小児科藤　井　一　男
北見市美芳町２丁目６－３茗荷耳鼻咽喉科医院茗　荷　秀　昭
北見市大通東２丁目11産科・婦人科　北見レディースクリニック山　本　裕　之
北見市本町３丁目７番21医療法人社団宏仁会　みやけ医院三　宅　　毅　
北見市春光町２丁目155－6医療法人社団　みずもと小児科水　本　雅　彦
北見市三輪54番８医療法人耳鼻咽喉科麻生　北見病院飯　田　和　典
北見市三輪54番８医療法人耳鼻咽喉科麻生　北見病院依　田　明　治
北見市三輪54番８医療法人耳鼻咽喉科麻生　北見病院小　林　　隆　
北見市三輪54番８医療法人耳鼻咽喉科麻生　北見病院内　田　知　樹
北見市相内町65番地の39北見市立診療所宮　河　昭　雄
北見市栄町２丁目１－15医療法人社団美久会　国分皮膚科国　分　　純　
北見市栄町２丁目１－15医療法人社団美久会　国分皮膚科高　橋　幸　夫
北見市北２条西４丁目14医療法人社団　産婦人科・眼科・はっとり医院服　部　彰　紀
常呂郡佐呂間町字永代町177番地内科小児科小田医院小　田　　稔　
北見市常磐町５丁目７番地5オホーツク勤医協北見病院平　野　　浩　
常呂郡留辺蘂町字栄町84番地１おのでら医院小野寺　栄　司
紋別郡雄武町字雄武1466番地3医療法人社団　雄山会　山口クリニック山　口　　傳　
北見市寿町５丁目１番10号医療法人社団　邦栄会　本間内科医院本　間　邦　雄
網走郡美幌町字仲町２丁目38番地1美幌町立国民健康保険病院大　西　通　広
北見市三輪427－10守谷記念整形外科医院守　谷　俊　一
北見市北６条西５丁目１番地のみやま眼科野見山　香奈子
北見市大通東１丁目５番地�竹外科肛門科医院�　竹　　哲　
北見市常磐町５丁目７－５オホーツク勤医協北見病院富　田　　薫　
北見市常磐町５丁目７－５オホーツク勤医協北見病院加　藤　達　也
網走郡美幌町字仲町２丁目38番地1美幌町立国民健康保険病院佐々木　公　則
北見市桂町１丁目206番地の25末松整形外科医院末　松　典　明
北見市大通東５丁目１番地医療法人社団　ばんば医院番　場　敏　行
北見市北２条西６丁目１医療法人社団　西谷内科医院西　谷　篤　史
北見市寿町２丁目４番３号古屋病院古　屋　聖　兒
北見市美芳町７丁目１番５号医療法人社団公和会　中村病院中　村　俊　男
北見市美芳町７丁目１番５号医療法人社団公和会　中村病院浅　井　冬　世
北見市公園町165北見工業大学　保健管理センター横　田　欽　一
北見市常磐町５丁目７－５オホーツク勤医協北見病院武　田　雄　太
北見市大通り東７丁目９番地の７医療法人社団久仁会　白川病院白　川　久　統
北見市三楽町134番地１藤江内科クリニック藤　江　禎　二
北見市光西町195番地医療法人社団拓美会　玉越病院玉　越　拓　摩
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「第２回 オホーツク地域医療を考える会」
　
日　時 ： 平成15年11月29日（土）

午後3時30分～午後6時30分
場　所 ： ホテルベルクラシック（北見）
内　容 ： 特別講演

ワークショップ　疾患別連携



外 来 ご 案 内

診 療 科 目

●内科　　　　　　　●脳神経外科
●消化器科　　　　　●皮膚科
●精神神経科　　　　●泌尿器科
●循環器科　　　　　●産婦人科
●小児科　　　　　　●眼科
●外科　　　　　　　●耳鼻咽喉科
●整形外科　　　　　●放射線科
●形成外科　　　　　●麻酔科

休　　　　診

●土曜日　●日曜日　●祝日

●12月29日～１月３日（年末年始）

●５月１日（日本赤十字社創立記念日）

事前予約について

紹介状を持参される患者様につきましては、
患者様の受診希望日時を事前にFAXにて予
約診療のお申込みいただきますと、診察当
日、待ち時間が短縮されます。ぜひご利用
願います。
（但し、急患の場合は各科へ直接連絡願
います。）
地域医療連携室
取扱い時間：午前 8：30 ～ 午後 4：00

　（月曜日～金曜日）
FAX（0157）３１�２９７０
TE L（0157）２６�９６６７
URL　http://www.kitami.jrc.or.jp

診 察 カ ー ド

診察券は全科共通で使用いたします。

ご来院時に必ずお持ちください。

保 険 証

健康保険証はご来院時に確認させていただ
いております。
特に、更新・変更の際は必ずご提出くださ
い。

金木水火月診　　　　療　　　　科

笠原種市種市種市種市

午　　　前
内 科

岡本田村田村田村小椋
田中笠原小椋小椋笠原
山根山倉田中笠原山倉
佐藤山根松原山倉岡本
川瀬佐藤川瀬田中山根

松原山根佐藤
松原川瀬

検査・予約診療・急患診療のみ午　　　後
太田渡邉廣田太田渡邉午　　　前

消化器科
検査・予約診療・急患診療のみ午　　　後

中川中川岩野中川岩野
午　　　前

循環器科 平林岩切岩切平林岩切
検　　　　　　　査午　　　後

吉永嶋田嶋田増田千葉新　患
（再  来）

午　前
精神神経科 増田

千葉
吉永嶋田増田再　来

吉永
予約・急患診療のみ午　　　後

石川石川小林石川石川
午　　　前

小 児 科
三河小林三河小林三河
石川常松・大倉三河石川・田中石川

特　殊午　後 三河大倉・田中古山三河小林
小林古山古山
小澤新里池田小澤小澤新　患

午　前
外 科

北上池田須永新里須永再　来
北上池田須永竹本新里再　来

午　後
佐久間血管外科

菅原高橋島崎菅原菅原

午　　　前
整形外科

島崎秋田神保佐藤島崎
高橋佐藤秋田（伊藤）高橋
神保手術手術手術（伊藤）

予約検査・手術手術手術３ヶ月児股脱健診
・手術予約検査・手術午　　　後

手術
竹内

手術手術手術午　　　前

形成外科

勝沼
安田

竹内手術
予約検査

竹内
手術

竹内
午　　　後 勝沼勝沼勝沼

安田安田安田
山本苫米地鈴木苫米地鈴木午　　　前

脳神経外科
急患診療のみ急患診療のみ予約診療

急患診療急患診療のみ予約診療
急患診療午　　　後

岸山岸山岸山岸山岸山
午　　　前

皮 膚 科
大石大石大石大石大石

手術
岸山岸山

手術
岸山

午　　　後
大石大石大石

藤井藤井藤井藤井藤井
午　　　前

泌尿器科
国枝国枝国枝国枝国枝
中園中園中園中園中園
検査手術手術手術検査午　　　後
水沼山川馬場水沼山川

婦人科
午　前

産婦人科
長多森下長多森下馬場
馬場水沼山川長多森下産　科
手術１ヶ月健診・検査手術検査・母親学級手術午　　　後
野見山

服部手術
野見山柳谷

午　　　前
眼 科

柳谷柳谷服部
柳谷予約検査

手術
予約検査
手術

予約検査
手術

柳谷
午　　　後

服部服部
金井

手術
金井和田金井

午　　　前
耳鼻咽喉科

和田柳内柳内和田
柳内野村野村野村

予約診療・手術手術手術手術予約診療午　　　後
有　本

（リニアック患者診療）有本有本有本有本午　　　前
放射線科

急患診療のみ午　　　後
大森大森予約検査大森・佐藤大森ペインクリニック

午　前
麻 酔 科

荒川荒川荒川荒川荒川麻酔術前診察

大森大森予約検査大森・佐藤大森ペインクリニック
午　後

荒川荒川荒川荒川荒川麻酔術前診察

� � � � � � ��� � � � �

※　都合により担当医が変更になる場合があります。　　　　平成15年11月１日現在



【症例】���歳　男性　　職業　元漁師
【現病歴】平成11年９/19に上腹部痛出現。食欲低下もあったため近医
受診。��������、������と炎症所見を認めたため、精査目的で入院
となった。抗生剤投与するも、炎症所見と腹部症状に改善が見られな
かった。入院時に腹部エコー上肝内胆管が軽度拡張していたものの、採
血上肝胆道系酵素の異常を認めてはいなかったが、10/７頃より黄疸が
出現し、肝胆道系酵素の上昇も認め、��にて総胆管、肝内胆管の拡張
を認めたため、閉塞性黄疸疑いにて精査加療目的にて10/16当科紹介受
診となる。
【既往歴】51歳時に糖尿病と診断。以降近医にて������されている。58
歳�糖尿病性網膜症
【入院時現症】体温�36.6℃�眼球結膜に黄染、心窩部から右季肋部にか
けて圧痛あり。腹膜刺激症状なし。
【入院時検査所見】
＜ 末 梢 血 ＞��������	
μ���������	
���������
������	��
������
��������	�
�����������
×����μ���������	
������������������	��×
����μ����
＜凝固系＞���������	
������������	
��������������������	
������
��������	�
�������μ�����
＜生化学・血清学＞��������	
�����
�������	
�����
�����������	
��
��������	
���������������������γ���������	
���������	
�������
��������	
��	��������	�����	����������������	
����������	
�����

��������	
������������	
�������������������	
���������

��������	
��
������	
��
��������	
�����μ��������	�
��������
＜腫瘍マーカー・感染症＞��������	
���
����������	
������������������
����

������－��������	
－�������－�
＜尿一般・沈渣＞��������比重����������	＋
��������±������������	
������
＜腹部��（�����）＞肝門部から膵頭部にかけ
て径２�程度の異常軟部腫瘤を認める。肝門
部に数個のリンパ節腫大あり。主膵管の拡張
はなく膵実質に異常を認めず。肝内に明らか
な異常所見認めず。�

＜����造影（�����）＞中部胆管に���ｃｍにわたる狭小化を認める。
十二指腸内腔はわずかに造影される。
＜����（�����）＞膵管は異常所見なし。胆管は中部あたりで途絶の所
見あり。辺縁はややスムースか。
＜���（�����）＞膵頭部から膵頭鈎部にかけて径３�の造影効果のな
い腫瘤あり。正常膵との境界は不明瞭。

【入院後経過】入院日同日に����と�����
を施行し、まず減黄をはかった。10/20に
����からの造影を行ったところ、中部胆管に
狭小化を認め、また同日の腹部��では、肝門
部から膵頭部にかけて径２�程度の異常軟部腫
瘤を、肝門部に数個のリンパ節腫脹を認め、い
ずれからも胆管癌を疑う所見であった。胆汁細
胞診では�����Ⅲのみで悪性所見は得られな
かった。その後確定診断のため11/８に����下
生検を施行。中部胆管に全周性の狭窄と易出血

性の所見あり、同部位より生検を施行したが、こちらも悪性所見が得ら
れなかった。11/19に再度����下生検を行うも、悪性所見は得られず確
定診断にはいたらなかった。臨床的に中下部胆管癌と判断し、本人の手
術希望もあったため12/９外科転科となった。しかし、外科転科後の検
討にて、全身状態が悪く手術は不可能との結論となり、内科に12/17再
転科となった。内科再転科後、胆管の��������と���������による治療
も考慮され検査を進めていったが、腎機能悪化と胆道感染による全身状
態の悪化あり施行できなかった。腎機能悪化に加え、胸水も貯留してき
たため１/15より透析を行うため、���へ転棟。しかし、敗血症、���
も併発し、全身状態のさらなる悪化を認め、基礎疾患として悪性腫瘍が
あり、これ以上の透析加療を含めた全身管理は厳しいと判断され、一般
病棟に再転棟。徐々に全身状態の悪化があり、１/28永眠された。
【病理組織学的診断】＃：悪性リンパ腫����������	�
�	���
�	���
��������������	�

病理解剖では十二指腸ファーター乳頭部、膵頭部、下部胆管を一塊とす
る腫瘍が認められ、膵頭部癌と考えられた。しかし、組織学的検索によ
り腫瘍は悪性リンパ腫と確認された。腫瘍細胞は免疫組織学的にケラチ
ン陰性、ビメンチン陽性、LCA陽性で、CD79a陽性、L26陽性、MB-1陽
性と�細胞マーカーを発現していた。CD�、UCHL-1、MT-1などの�細
胞マーカーは陰性であった。増殖の形態はびま
ん性で大型及び中型の異型細胞が散在しつつ上
記各部位に浸潤を示していたが、原発部位を特
定するのは困難と考えられた。腫瘍に取り込ま
れた胆道系上皮には圧排などによるものと考え
られる反応性の乳頭状過形成が認められたが、
腺癌に相当する部位は確認されなかった。細胞
診では細胞剥離による��������も加わるため、
癌と反応性病変との鑑別が困難であった症例で
あったと考えられる。

演
題

『
上
腹
部
痛
か
ら
閉
塞
性
黄
疸
を
呈
し
、

胆
管
癌
が
疑
わ
れ
た
１
剖
検
例
』

９
月
５
日
（
金
）、
旭
川
医
科
大
学 
病
理

学
第
二
講
座　

立
野
正
敏
教
授
を
お
招
き

し
、
第
４
回　

臨
床
病
理
検
討
会
（
Ｃ
Ｐ

Ｃ
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
方
々
に

広
く
ご
利
用
い
た
だ
き
、
地
域
医
療
発
展

の
た
め
情
報
を
共
有
致
し
た
く
当
院
及
び

他
医
療
機
関
の
方
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き

定
期
的
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
行

わ
れ
た
検
討
内
容
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

座　
　

長　

当
院
副
院
長　

種
市　

幸
二

臨
床
演
者　

内
科
医
師　
　

山
倉　

昌
之

病　
　

理　

旭
川
医
科
大
学

　

病
理
学
第
二
講
座
教
授　

立
野　

正
敏

総合病院　北見赤十字病院

『理　　　　　念』

●人々の健康で豊かな生活に貢献します。

●患者様を尊重した医療を提供します。

●地域の期待と信頼にこたえます。

『基　本　方　針』

●医療供給体制の変化を見極めながら「高機能病院」を目指す。

●急性期医療を担う病院として、「救命救急医療」を積極的に　展開する。

●良質な医療を提供するために「患者のQOL」を向上させ、「アメニティ」を提

供する。

『患者さまの権利』

　私たちは患者さまの権利を尊重し、十分な説明と同意に基づいた医療をおこ

ないます。

１．誰もが、良質な医療を平等に受ける権利があります。

２．誰もが、一人の人間として、尊厳される権利があります。

３．誰もが、わかりやすい言葉や方法で、十分な説明を受ける　　権利があり

ます。

４．誰もが、自らの意思で医療行為を選択する権利があります。

５．誰もが、プライバシーを厳格に保護される権利があります。



　

当
院
は
、
本
年
8
月
２
日
、
京
都
府
に

お
い
て
平
成　

年
度
、
Ｂ
Ｆ
Ｈ
（
赤
ち
ゃ

15

ん
に
優
し
い
病
院
）
の
認
定
を
受
け
ま
し

た
。

　

Ｂ
Ｆ
Ｈ
と
は
、
W
H
O
で
設
定
し
た

「
2
0
0
0
年
ま
で
に
す
べ
て
の
人
を
健

康
に
」
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

ユ
ニ
セ
フ
と
W
H
O
が
、
母
乳
育
児
は
重

要
な
鍵
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
母
乳
を
す

す
め
推
進
し
て
い
ま
す
。
1
9
8
9
年
に

発
表
さ
れ
た
「
母
乳
育
児
成
功
の
た
め
の

　

か
条
」
を
採
用
し
、
実
践
し
て
い
る
病

10院
な
ど
産
科
施
設
を
「
赤
ち
ゃ
ん
に
や
さ

し
い
病
院
」
（B

aby
F
riendly

H
o

sp
ital

）
に
認
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
母

乳
育
児
を
い
っ
そ
う
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
母
乳
育
児
成
功
の
た
め
の　

か
条
」
は
、

10

母
乳
育
児
を
す
す
め
る
こ
と
で
赤
ち
ゃ
ん

が
人
生
を
可
能
な
限
り
最
善
の
か
た
ち
で

ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　

B
F
H
認
定
施
設
は
、
現
在
、
世
界
約

2
0
0
0
0
ヵ
所
、
日
本
で
は　

ヶ
所
あ

25

り
ま
す
。

日
本
で
は
1
9
9
１
年
国
立
岡
山
病
院
、

1
9
9
2
年
聖
マ
リ
ア
病
院
は
、
直
接
ユ

ニ
セ
フ
に
よ
り
現
地
調
査
が
行
わ
れ
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
で
は
1
9
9
8
年

に
天
使
病
院
、
勤
医
協
札
幌
病
院
が
、
赤

十
字
病
院
で
は
、
2
0
0
0
年
に
日
赤
医

療
セ
ン
タ
ー
が
B
F
H
の
認
定
を
受
け
て

い
る
の
で
、
当
院
は
北
海
道
で
３
番
目
、

赤
十
字
病
院
と
し
て
は
２
番
目
の
B
F
H

認
定
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

当
院
は
平
成
５
年
周
産
期
母
子
セ
ン

タ
ー
と
な
っ
て
以
来
、
W
H
O
／
ユ
ニ
セ

フ
の
「
母
乳
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の　

か
10

条
」
勧
告
を
参
考
に
、
母
乳
育
児
を
促
進

す
る
た
め
に
『
母
乳
育
児
推
進
委
員
会
』

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

「
活
動
内
容
」

①　

母
子
相
互
作
用
を
深
め
母
親
と
し
て

の
自
覚
が
持
て
る
よ
う
に
援
助
す
る
。

②　

母
乳
育
児
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
援

助
す
る
。

③　

育
児
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
援
助

す
る
。

「
取
り
組
み
」

小
児
科
医
師
、
産
科
医
師
、
病
棟
と
外
来

（
産
婦
人
科
・
小
児
科
）
が
連
携
し
な
が

ら
、
ミ
ル
ク
廃
止
、
早
期
授
乳
（
分
娩
後

　

分
以
内
の
授
乳
）
、
頻
回
授
乳
（　

時

30

24

間
以
内
に
７
回
以
上
の
授
乳
。
但
し
、
初

回
授
乳
は
数
え
ず
）
、
母
児
同
室
（
出
産

直
後
か
ら
の
同
室
）
、
乳
管
開
通
の
実
践

の
た
め
に
、
勉
強
会
、
業
務
改
善
な
ど

日
々
検
討
を
重
ね
『
母
乳
育
児
』
の
推
進

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
平
成　

年　

月
に

13

12

Ｂ
Ｆ
Ｈ
申
請
を
行
い
審
査
を
受
け
ま
し
た
が
、

①　

ス
タ
ッ
フ
間
の
意
識
の
差
が
あ
る
こ

と

②　

分
娩
直
後
か
ら
の
母
子
同
室
で
は
な

い
こ
と

③　

糖
水
補
充
の
基
準
が
無
い
こ
と

④　

ケ
ア
が
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
中
心
で
あ

る
こ
と

⑤　

夜
間
の
ケ
ア
が
手
薄
で
あ
る
こ
と

⑥　

乳
業
会
社
提
供
の
も
の
を
使
用
し
て

い
る
こ
と

⑦　

母
乳
育
児
支
援
グ
ル
ー
プ
が
無
い
こ

と

⑧　

帝
王
切
開
も
経
腟
分
娩
と
同
じ
よ
う

に
母
子
同
室
に
し
て
い
な
い
こ
と

以
上
の
指
摘
を
受
け
認
定
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

そ
こ
で
課
題
に
基
づ
き
業
務
内
容
の
見
直

し
と
、
小
澤
病
院
長
を
委
員
長
と
し
て

「
Ｂ
Ｆ
Ｈ
認
定
推
進
委
員
会
」
を
設
立
し

て
再
度
、
平
成　

年　

月
に
申
請
し
ま
し

14

12

た
。

日
本
母
乳
の
会
運
営
委
員
に
よ
る
第
一
次

書
類
審
査
後
、
平
成　

年
５
月　

日

15

11

（
日
）
に
現
地
調
査
が
５
名
の
調
査
員
に

よ
り
行
わ
れ
、
６
月　

日
（
月
）
に
Ｂ
Ｆ

16

Ｈ
認
定
の
決
定
通
知
を
受
け
ま
し
た
。　

　
　１

９
９
２
年
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
／
ユ
ニ
セ
フ
の
援

助
の
も
と
に
、
世
界
母
乳
連
盟
が
、
毎
年

８
月
最
初
の
週
を
世
界
母
乳
週
間
、
８
月

１
日
を
『
世
界
母
乳
の
日
』
と
設
定
し
て

い
ま
す
。

ユ
ニ
セ
フ
か
ら
Ｂ
Ｆ
Ｈ
に
ふ
さ
わ
し
い
病

院
で
あ
る
認
定
証
と
し
て
「
ピ
カ
ソ
の
母

子
像
」
の
プ
レ
ー
ト
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
８
月
２
･
３
日
の
２
日
間
、
国
立

京
都
国
際
会
館
に
お
い
て
、
第　

回
母
乳

12

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
北
見
赤
十

字
病
院
と
し
て
会
場
に
於
い
て
認
定
証

『
ピ
カ
ソ
の
母
子
像
の
プ
レ
ー
ト
』
の
授

与
を
受
け
て
き
ま
す
。

B F H
（Baby Friendly Hospital）

認定授与

　

当
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
４

年
４
月
１
日
よ
り
運
営
を
開
始
し
、
救
命

医
療
体
制
確
保
の
為
、　

時
間
体
制
を

24

も
っ
て
臨
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
へ
の
信
頼
を
築
き
、
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
て
責
務
を
全
う
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

救
急
車

　
　

搬
送
状
況

　

当
院
で
は
診
療
申
込
み
の
他
に
検
査
依

頼
と
し
て
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｒ
Ｉ
、
骨
塩

定
量
検
査
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
上
部

消
化
管
内
視
鏡
検
査
、
ホ
ル
タ
ー
心
電
図
、

超
音
波
検
査
、
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
今
回
新
し
く

呼
吸
機
能
検
査
も
加
わ
り
ま
し
た
。
特
に

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｒ
Ｉ
は
依
頼
を
多
く
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

平成14年度実績　総計　2,473件 　月平均　206件


